
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成２３年 ４月 ２６日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究分野：東洋史 
科研費の分科・細目：史学・史学一般 
キーワード：比較史・身分制 
 
１．研究計画の概要 
 本研究は、東アジア、ヨーロッパ、及び中
東イスラーム地域を中心として、「身分感覚」
に焦点を当てた新たな視座から比較歴史学
的考察を行おうとするものである。従来身分
制度研究の中心をなしてきた経済的・法制的
な観点からではなく、人々が、しぐさ、言葉
遣いなどを通じてどのように相互の社会的
地位を認知し、それに応じたふるまいをして
ゆくのかという観点から、身分の存在形態を
考察する。絵画などのヴィジュアル資料や小
説などの文学作品にも注目しながら、それぞ
れの歴史社会の「身分感覚」を再構成し、相
互比較によって、身分研究の新たな領域を開
くことをめざす。研究分担者個々人の研究を
進めつつ、定例の研究会及び年一回程度のシ
ンポジウムを通じて、比較史的考察の深化と
発信を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）平成 20 年度から 22 年度にかけて、定
例の研究会（合宿を含む）を 9 回開催し、研
究分担者、連携研究者の報告を中心に、討論
を行った。定例研究会には、本研究のメンバ
ーのほか、若手研究者・大学院生も参加した。 
 
（２）平成 21 年度に、シンポジウム「比較
名望家論の可能性」を開催し、トルコ史研究
者の永田雄三氏を招き、新著『前近代トルコ
の名士』における比較名望家研究の提言を中
心として、集中的な討論を行った（岸本によ
る同書の書評が『歴史学研究』に掲載された）。
平成 22 年度には、国際シンポジウム「ジェ
ントリの起源――日本の武士と比較して―
―」を開催し、英国カーディフ大学のピータ
ー・コス教授を招聘し、その講演を中心とし

て、コメントと討論を行った（その記録は平
成 23 年度中に刊行の予定である）。 
 
（3）そのほか、個々のメンバーが個別のテ
ーマに即して、研究を進め、論文・学会報告
等の形で発表を行っている。 
 
 上記（1）（2）（3）の活動を通じ、個別の
実証的な研究が進められると同時に、地域的
な相違のみならず世界史的な共時性にも着
目した比較史の視座について、認識が深めら
れつつある。本研究計画以外の他の身分制研
究グループとの間にも対話が進められてい
る。 
 
３．現在までの達成度 
 現在のところ、「②おおむね順調に進展し
ている」と評価できる。 
 「比較史」という点でいえば、研究会やシ
ンポジウムを通じ、単に地域的に異なる個別
事象を並列する「比較」にとどまらない、比
較史的分析の方法について、認識を深めるこ
とができた。このような比較の方法をより明
示的な方法論として打ち出すとともに、そう
した方法論を中核とする求心的な共同研究
の成果を具体的な形でまとめることをめざ
し、現在準備中である。 
 「身分感覚」というキーワードについては、
個々のメンバーの個別研究のなかにそうし
た問題関心が生かされつつあるが、今後、文
学・思想などの方面の研究者との対話をより
密接に行ってゆくことが予定されている。  
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）平成 23 年度の研究会・シンポジウムの
予定は、以下の通りである。 
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①研究分担者による定例研究会は、日本近代、
日本古代、ヨーロッパ現代をテーマとして、
3 回開催する予定である。昨年度までの研究
会では、主に中世、近世について比較史的な
討論が行われ、興味深い結果が得られたが、
古代及び近現代において、同様のアプローチ
がどの程度適用可能なのか、ということは、
それ自体興味深い課題である。 
②国際シンポジウムとしては、平成 23 年 7
月に、お茶の水女子大学の国際日本学シンポ
ジウムの共催という形で、「文学の中に身分
感覚を読み解く」という題のパネルディスカ
ッションを予定している。台湾から中国史
（唐宋時代）の研究者を招聘し、近世日本、
近世ヨーロッパ、明清中国の報告とあわせて、
討論を行う予定である。同時に、歴史学研究
者と文学研究者との対話をもめざす。 
③年度の後半に、本研究計画の総括としての
位置づけをもつシンポジウムを開催する予
定である。 
 
（2）共同研究の成果の出版については、以
下を予定している。 
①平成 22 年度に開催した国際シンポジウム
「ジェントリの起源」の報告・コメントをも
とに、お茶の水女子大学文教育学部比較歴史
学コースで発行している学術誌『お茶の水史
学』の別冊特集号を刊行する予定である。 
②本研究課題の成果として、論文集の刊行を
準備する。 
 
（3）以上のほか、個々の研究者が各自の研
究領域において関連の研究を行い、学会報告
や専門誌への投稿という形で成果発表を行
う。 
 
以上、（1）（2）（3）の方策を組み合わせ、共
同研究としての具体的な成果の公開を行う
とともに、この共同研究を通じて得られた知
見を個々の実証研究へとフィードバックす
ることを通じ、長期的な見地から、研究方法
の深化や視点の豊富化に寄与することをめ
ざす。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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